
miRNAとmRNAの統合解析・薬理薬効試験

■miRNAとmRNAの統合解析
microRNA(miRNA)は、22塩基前後のnon-coding RNA（タンパク質にならないRNA）の一種
であり、mRNA(coding RNA)の3’UTRに配列相補的に結合することにより、その遺伝子の発現を調
節することが知られており、全遺伝子の30-50%がこの制御を受けていると言われています

本解析はmiRNAとmRNAの網羅的な解析データとバイオインフォマティクス的なターゲット遺伝子の

予測データを融合して解析を実施し致します。

■解析方法

１．miRNAのデータ解析

東レ3D-Geneマイクロアレイを用いて、以下の方法で
変動miRNAのピックアップを行います。

（１）発現比（２）群間での検定（３）クラスター解析

２．Target候補の検索

miRNAデータ解析により抽出したmiRNAについてTargetScanでターゲット候補となる
mRNAをピックアップします。

３．mRNA解析データとの照合

ターゲットと予測される遺伝子についてmRNAアレイデータ（東レ3D-Gene）と照合し、
発現の関係性を確認します。

解析可能サンプル：ヒト、マウスのtotalRNA、培養細胞、組織、FFPE＊

＊サンプルの状態によって解析不可の場合がございます。

図１ クラスター解析例

図２ Target候補の検索とmRNA解析データとの照合イメージ

創薬シーズ探索、生命メカニズム解明、薬効評価のための深いPOC取得などに
利用可能です。



薬理・薬効試験

医薬品承認への各段階において必要となる各種薬効薬理試験を承ります。信頼性基準に従った
試験の実施も可能です。またmiRNAとmRNA統合解析と合せた薬効・薬理評価などもご相談ください。

（例）ご提供頂いた被験物質をヒト細胞に投与後、miRNAとmRNAの統合解析など

ユーザー様のご要望に合った試験をご提供いたします。まずはご相談ください。

■神経系に関する試験
L-DOPA誘発シスキネジアモデルを用いた薬理試験、脳梗塞（脳虚血）モデルを用いた薬理試験など

■消化器系に関する試験
胃潰瘍モデルを用いた薬理試験、肝炎モデル（急性・慢性）を用いた薬理試験など

■アレルギー・炎症・免疫系に関する試験
起痒物質誘発掻痒モデルを用いた薬理試験、皮膚炎モデルを用いた薬理試験など

■循環器・代謝・呼吸器系に関する試験
虚血性心疾患モデルを用いた薬理試験、肥満・糖尿病モデルを用いた薬理試験など

■腎･泌尿器系に関する試験
腎不全モデル（急性・慢性）モデルを用いた薬理試験、腎炎・腎不全モデルを用いた薬理試験など

■その他
体内動態試験、抗腫瘍作用評価、In vitroマグヌス試験 など

まずは下記の連絡先までお問合せください。

jutaku@fujifilm.com 富士フイルム和光純薬 受託サービス


